
人口減少・少子高齢化等、日本の社会経済情勢

は急激な変化を見せています。一方で、住まい

に関するニーズは多様化の一途をたどってい

ます。今春５年ぶりとなる新たな「住生活基本

計画」が公表され、今後１０年間の課題も提起

されました。世界に類を見ない日本の社会環境

の変化に対して、どのような住宅循環システム

を構築していくのかが問われています。このゼ

ミナールが、これまでの日本の住まいのあり方

を振り返り、今後の事業展開のための新しい視

点や課題共有の場となれば幸いです。 

・期日  平成２８年８月３１日（水） 

・会場  あいおいニッセイ同和損保 

    新宿ビル地下ホール 

（東京都渋谷区代々木 3-25-3） 

・主催 (一社)プレハブ建築協会 

・スケジュール 

＜第一部＞14:00～14:10  開会挨拶 

14:10～15:00  講話 

＜第二部＞15:15～16:45  講演 

16:45～16:50  閉会挨拶 

住宅部会ゼミナール２０１６ 

テーマ「人口減少下の住宅循環システム構築」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一部 講 話 

１．「新たな住生活基本計画」について 

国土交通省 住宅局 住宅生産課長   眞鍋  純 氏 

  

２．「ＩoＴ戦略」について 

経済産業省 商務情報政策局 情報経済課 課長補佐 萩谷 惟史 氏 

 

第二部 講 演 

    「住宅ストック活用型市場への転換」について 

東京大学大学院 工学系研究科 建築学専攻教授 松村 秀一 氏 

 

＜松村 秀一 氏 プロフィール＞ 

・1957 年 兵庫県生まれ 

・1980 年 東京大学工学部建築学科卒業    

・1985 年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻博士課程修了 工学博士 

・1992 年 ローマ大学客員教授    

・1996 年 トレント大学客員教授    

・2004 年 南京大学客員教授    

・2006 年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻教授    

【その他役員等】 

・建築技術支援協会代表理事（1998 年～） 

・日本建築学会理事（2005～2007 年） 

・日本建築学会副会長（2016年～） 

【専門分野】 

・建築工法、建築生産 

【主な受賞歴】 

・「住宅生産の工業化に関する研究」2005 年日本建築学会賞 

・「建築生産の進め方-ストック時代の建築学入門」（市ヶ谷出版）2008 年都市住宅学会賞 


